
4 

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 日本赤十字広島看護大学 
設置者名 学校法人日本赤十字学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

看護学部 看護学科 
夜 ・

通信 
23   23 13  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

https://www.jrchcn.ac.jp/soshiki/4/5339.html 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 
学部等名 

（困難である理由） 

 

  

https://www.jrchcn.ac.jp/soshiki/4/5339.html
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様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 日本赤十字広島看護大学 

設置者名 学校法人日本赤十字学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 

ホームページ(https://www.jrc.ac.jp/public-info/) 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 

日本赤十字社 社長 

（ R1.6.30 まで同社副社

長） 

H17.4.1 

～在職期間 

理事長として法人

の業務全般を総理

する。 

非常勤 
日本赤十字社 副社長 

（R1.6.30 まで同社顧問） 

H31.4.1 

～R3.3.31 

理事長を補佐し、法

人の業務を掌理す

る。 

非常勤 
日本赤十字社 

医療事業推進本部 本部長 

H31.4.1 

～在職期間 

理事長を補佐し、法

人の業務を総括的

に掌理する。 

非常勤 

日本赤十字社 医療事業推

進本部 副本部長兼看護部

長 

H30.4.1 

～在職期間 

理事長を補佐し、法

人の教学関係業務

を分担する。 

非常勤 

日本赤十字社代表支部事務

局長会 会長(日本赤十字

社東京都支部事務局長) 

H26.11.26

～在職期間 

全国の日赤支部の

関係からの助言、提

言等 

非常勤 
一般財団法人日本赤十字社

看護師同方会 常務理事 

H27.4.1 

～R3.3.31 

看護師の育成に関

する助言、提言等 

非常勤   

学校法人関西医科大学 関

西医科大学 看護学部長・

研究科長 

H30.4.1 

～R2.3.31 

有識者（大学・教育

関連）の助言、提言

等 

非常勤 
学校法人加計学園 千葉科

学大学 学長 

H26.4.1 

～R2.3.31 

有識者（大学・教育

関連）の助言、提言

等 

非常勤 
学校法人尚美学園 理事

長・尚美学園大学 学長 

H30.4.1 

～R2.3.31 

有識者（大学・教育

関連）の助言、提言

等 

（備考） 

https://www.jrc.ac.jp/public-info/


  

6 

 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 日本赤十字広島看護大学 

設置者名 学校法人日本赤十字学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画(シラバス)を作成し、公表して

いること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

授業計画書の作成 12 月～2 月 

・作成時は、教務委員会が、作成必須の項目から書き方に至るまで例を添えてシラバス作

成要領を定め、作成時の参考とするよう全教員へ提示している。 

・シラバス作成要領には、授業の概要、到達目標、成績評価の方法と評価割合、各回のテ

ーマと内容、準備学習等は必須項目として作成を求めている。 

・作成後は、教務委員会が第三者として、作成要領を基にしたチェックリストによりチェ

ックを行う。不備があれば作成者へ修正を依頼し、修正後は再度教務委員会がチェックを

行う体制を整備している。 

  

授業計画書の公表 3 月 

・授業計画書は、第三者チェックが完了した後に、大学ホームページ上で公開している。

シラバスは在学生に限らず、学外の者も常に利用可能な状態である。 

授業計画書の公表方法 
WEBシラバスとしてホームページ上で公開 

https://kyoumu.jrchcn.ac.jp/unias/UnSSOLoginControlFree 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 
学修成果の厳格かつ適正な評価 

・日本赤十字広島看護大学履修規程により試験の方法、評価等を規定している。 

・単位認定の資料に全学生の履修科目の評価と点数を記載し、評価区分ごとの分布を示し

ている。教務委員会および教授会は、それらにより全ての科目における評価区分ごとの分

布を把握して成績評価が適正に行われているか確認したうえで単位を認定している。 

https://kyoumu.jrchcn.ac.jp/unias/UnSSOLoginControlFree
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３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 
ＧＰＡの設定 

・下表により GPAを算出し、大学ホームページ等で学生へ提示している。 

評価 成績 GP 

S 100 点～90点 4 

A 89 点～80点 3 

B 79 点～70点 2 

C 69 点～60点 1 

D 59 点以下 0 

 出席不足・試験欠席 0 

R 既修得単位認定 － 

 

GPA= 
Σ（履修した科目の単位数×その科目の成績に対応するＧＰ） 

総登録単位数 

 

成績の分布状況の把握 

・成績の分布状況は、単位認定の資料に評価区分（ＡＢＣＤ等）ごとの分布を記載して、

各科目における分布状況を教務委員会および教授会が確認したうえで単位を認定してい

る。 

・本制度における成績の分布状況の把握については、学年全体の GP ごとの分布をグラフ

にする。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
大学ホームページで公開 

https://www.jrchcn.ac.jp/site/nursing/14.html 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 
卒業の認定に関する方針 

日本赤十字広島看護大学で、次の能力を身につけ、かつ所定の単位を修得した学生に卒業

を認定し、学士（看護学）の学位を授与します。 

1．生命の尊厳と人間の基本的権利を尊重できる豊かな人間性 

・人間を総合的に理解し、基本的権利を守る姿勢を持つ。 

・豊かな人間性をもとに、人間の苦痛、苦悩を共感的に理解できる。 

2．ヒューマンケアリングの理念に基づく看護実践能力 

・ヒューマンケアリングの意味と価値を認識している。 

・看護の対象となる人々の状況に応じて、創造的にヒューマンケアリングに基づいた看護

を実践できる。 

3．多職種との連携を図り、看護の担うべき役割を果たすことのできる能力 

・保健・医療・福祉の分野における看護の役割と機能を認識し、看護専門職としてのリー

ダーシップを発揮するための基礎的能力を有する。 

4．国際的に貢献できる基礎的能力 

・変貌する国際社会において、看護の担う役割を国際的な視野で認識できる。 

5．赤十字の理念を理解し、人道的に社会貢献できる能力 

・人道の理念をもとに国内外の救援救護活動を組織的に行うことができる。 

卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施 

・卒業の認定は日本赤十字広島看護大学学則に規定し、方針はディプロマポリシーとして

大学ホームページ等で公表している。 

・保健師、助産師、看護師の各課程および各科目分類における修得単位状況やＧＰＡを教

務委員会および教授会が確認したうえで単位および卒業を認定している。 

https://www.jrchcn.ac.jp/site/nursing/14.html
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卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
大学ホームページで公開 

https://www.jrchcn.ac.jp/site/nursing/594.html 

 

  

https://www.jrchcn.ac.jp/site/nursing/594.html
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様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 日本赤十字広島看護大学 

設置者名 学校法人日本赤十字学園 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
ホームページ 

(https://www.jrc.ac.jp/public-info/) 

収支計算書又は損益計算書 
ホームページ 

(https://www.jrc.ac.jp/public-info/) 

財産目録 
ホームページ 

(https://www.jrc.ac.jp/public-info/) 

事業報告書 
ホームページ 

(https://www.jrc.ac.jp/public-info/) 

監事による監査報告（書） 
ホームページ 

(https://www.jrc.ac.jp/public-info/) 
 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称： 事業計画収支予算 対象年度：平成 31年度） 

公表方法：ホームページ(https://www.jrc.ac.jp/public-info/) 

中長期計画（名称：学校法人日本赤十字学園 第三次中期計画～学園大学間の連携推進～              

対象年度：2019 年度(令和元年度)～2023年度(令和 5年度)） 

公表方法：ホームページ(https://www.jrc.ac.jp/public-info/) 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：https://www.jrchcn.ac.jp/uploaded/attachment/1855.pdf 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法：https://www.jrchcn.ac.jp/uploaded/attachment/1508.pdf 

  

https://www.jrc.ac.jp/public-info/
https://www.jrc.ac.jp/public-info/
https://www.jrc.ac.jp/public-info/
https://www.jrc.ac.jp/public-info/
https://www.jrc.ac.jp/public-info/
https://www.jrc.ac.jp/public-info/
https://www.jrc.ac.jp/public-info/
https://www.jrchcn.ac.jp/uploaded/attachment/1855.pdf
https://www.jrchcn.ac.jp/uploaded/attachment/1508.pdf
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（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 看護学部 

教育研究上の目的（公表方法：https://www.jrchcn.ac.jp/site/college/11.html） 

（概要） 

日本赤十字広島看護大学は、赤十字の理想とする人道の理念に基づき、広く知識を授け

るともに、深く専門の学芸を教授研究し、知的・道徳的および応用能力を育むことにより、

国内外の保健・医療・福祉の分野で幅広く活躍できる有能な人材を育成し、看護学の発展

及び人類の福祉の向上に寄与することを目的としています。 

 この目的の実現に向けて、学士課程においては、グローバルな視点に基づく豊かな人間

性と幅広い教養、学問的基盤を涵養し、生命の尊厳と人類の叡智を基調としたヒューマン

ケアリングに基づく看護を実践できる人材の育成を目指します。 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：https://www.jrchcn.ac.jp/site/nursing/594.html） 

（概要） 

日本赤十字広島看護大学で、次の能力を身につけ、かつ所定の単位を修得した学生に卒業

を認定し、学士（看護学）の学位を授与します。 

1．生命の尊厳と人間の基本的権利を尊重できる豊かな人間性 

・人間を総合的に理解し、基本的権利を守る姿勢を持つ。 

・豊かな人間性をもとに、人間の苦痛、苦悩を共感的に理解できる。 

2．ヒューマンケアリングの理念に基づく看護実践能力 

・ヒューマンケアリングの意味と価値を認識している。 

・看護の対象となる人々の状況に応じて、創造的にヒューマンケアリングに基づいた看護

を実践できる。 

3．多職種との連携を図り、看護の担うべき役割を果たすことのできる能力 

・保健・医療・福祉の分野における看護の役割と機能を認識し、看護専門職としてのリー

ダーシップを発揮するための基礎的能力を有する。 

4．国際的に貢献できる基礎的能力 

・変貌する国際社会において、看護の担う役割を国際的な視野で認識できる。 

5．赤十字の理念を理解し、人道的に社会貢献できる能力 

・人道の理念をもとに国内外の救援救護活動を組織的に行うことができる。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.jrchcn.ac.jp/site/nursing/594.html） 

（概要） 

1．日本赤十字広島看護大学のカリキュラムは、《生命の尊厳》と《人類の叡智》を基調と

した《ヒューマンケアリング》を基盤としています。ヒューマンケアリングとは、看護を

必要としている人々を慈しみ、かけがえのない人間として世話をし、気づかい、理解し、

支えることです。ヒューマンケアリングを実践するために、「人間を理解する」「知を深

める」「関係を深める」と、これらの学問的基盤を統合し実践へと導く「技を駆使する」

の 4つの領域でカリキュラムを編成しています。 

1）「人間を理解する領域」 

 人間の本質や生命の尊厳について考え、看護の対象である人間を生物体としての存在だ

けでなく、文化的・社会的あるいは歴史的存在として常に 全人的に理解するというヒュー

マンケアリングの基盤を学びます。 

 具体的には、誕生から老い、やがて死に至るライフサイクルや人間の成 長・発達につい

て理解し、生活の質の向上を探究するとともに豊かな人間性と感性を身につけます。 

 

2）「知を深める領域」 

https://www.jrchcn.ac.jp/site/college/11.html
https://www.jrchcn.ac.jp/site/nursing/594.html
https://www.jrchcn.ac.jp/site/nursing/594.html
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 看護の対象である人間をより専門的に理解するため、人間及び健康に関する概念や理論

を学びます。具体的にはこころと身体の両側面から健康の 回復とその保持・増進について

理解します。また、これらの学習の基盤と して情報収集とその活用について学び、科学的

かつ研究的思考能力を身に つけます。 

 

3）「関係を深める領域」 

 人間と人間の深い関わりや人間と自然環境、あるいは人間と社会環境との相互作用につ

いて学びます。ヒューマンケアリングにおいては、看護の対象と看護者との関係性が重視

されます。そのため、コミュニケーショ ンについて具体的に学び、対象者との関わり自体

が互いによい影響をもたらすことができるよう援助的人間関係について理解します。また、

人間は 社会環境との相互作用の中で生活しているということを理解し、人間や人 間の生

活をより総合的に捉えます。 

 

4）「技を駆使する領域」 

 看護者としての働きかえの基本や対象の個別性を尊重した技など看護の実践について学

びます。具体的には「人間を理解する領域」「知を深める領域」「関係を深める領域」で

学習したことを関連づけながら、対象のあらゆる健康問題についての援助方法を理解しま

す。また、実習においては、それまでに学習したことを統合し実践することによりヒュー

マンケアリングの理解を深め、その実践力を高めます。 

 

2．大学生としての教養教育を基盤に位置づけ、演習や実習を通して人間関係形成過程を伴

う体験を行い、ヒューマンケアリングの看護実践能力を 身につける教育課程です。 

1）「一般教養科目」、「専門基礎科目」、「専門科目」の 3つの科目群からカリキュラム

を構成しています。これらの科目群は、「人間を理解する」「知を深める」「関係を深め

る」「技を駆使する」の 4つの領域に配置されています。 

（1）「一般教養科目」は，人間形成及び学問全般の基盤となる部分です。 

（2）「専門基礎科目」は、保健・医療・福祉など看護学を学ぶための専門的基盤となるも

のです。 

（3）「専門科目」は、看護学を理論と実践が統合されたものとして学修し、研究的に探求

するための科目です。 

（4）看護職の社会的責務や機能、職務遂行の背景となる国内外の社会情勢、職業人として

の倫理等を重要な教育内容と位置づけ、看護師・保健師・助産師に共通する看護実践能力

の基礎を学習できる教育課程です。 

（5）看護師教育課程（全員履修）、保健師教育課程（選択制）、助産師教育課程（選択制）

の 3つの看護基礎教育課程を編成しています。 

 

3．赤十字の理念を理解し、看護現象をグローバルな視野で捉え、国内外で人道的に貢献で

きる基礎を学習できる教育課程です。 

1）学生全員が、赤十字の理念を理解する授業科目を履修します。 

2）本学では、国際救援・開発協力看護師として活躍するための基礎的な能力を身につける

ことを目的とした国際救援・開発協力看護師コース（選択制）も開設しています。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：https://www.jrchcn.ac.jp/site/nursing/594.html） 

（概要） 

本学では、赤十字の理想とする人道の理念に基づき、生命の尊厳と人類の叡智を基調とし

た「ヒューマンケアリング」の視点に立って、国内外の保健・医療・福祉の分野で幅広く

活躍できる人材を育成することを目標としています。 

 そのため、本学看護学部看護学科で学ぶ学生には、次のような人を望みます。 

1．看護学を学ぶための基礎的な学力や真摯に学習を継続できる力を有する人 

2．赤十字の理念や諸活動に関心があり、国内外の保健・医療・福祉の分野で看護職として

活躍したい人 

https://www.jrchcn.ac.jp/site/nursing/594.html
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3．人間やその生活および社会に関心を持ってかかわることができる人 

4．主体的に考え、発言し、行動できる人 

 

高等学校で、ぜひ履修して欲しい科目は、次の教科・科目です。 

○ 国語  ○ 数学 I ・数学Ａ  ○ 化学基礎  ○ 化学  ○ 生物基礎  ◯ 生

物  ◯ 英語 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：https://www.jrchcn.ac.jp/site/college/1016.html 

 

  

https://www.jrchcn.ac.jp/site/college/1016.html
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③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 1人 － 1人 

看護学部 － 12 人 5 人 13 人 12 人 6 人 48人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

0人 15人 15人 

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 
公表方法：https://www.jrchcn.ac.jp/site/nursing/123.html 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

FD・SD/研究推進委員会が担当し、毎年数回教職員向けに FD研修会を行っている。 

また、FDマップを作成し、今後活用していくよう計画している。 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

看護学部 125 人 125人 100％ 500人 567人 113％ －人 0人 

合計 125 人 125人 100％ 500人 567人 113％ －人 0人 

（備考） 

 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

看護学部 
135人 

（100％） 

1人 

（0.7％） 

129人 

（95.6％） 

5人 

（3.7％） 

合計 
135人 

（100％） 

1人 

（0.7％） 

129人 

（95.6％） 

5人 

（3.7％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

進学先：県立広島大学（助産学専攻科） 

就職先：広島赤十字・原爆病院、広島大学病院、山口赤十字病院、高知赤十字病院、 

日本赤十字社医療センター 

（備考） 

 

  

https://www.jrchcn.ac.jp/site/nursing/123.html
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c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

看護学部 
142人 

（100％） 

133人 

（93.7％） 

8人 

（5.6％） 

1人 

（0.7％） 

0人 

（0％） 

合計 
142人 

（100％） 

133人 

（93.7％） 

8人 

（5.6％） 

1人 

（0.7％） 

0人 

（0％） 

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

授業科目 

・授業科目は、大学ホームページ上で全科目の科目分類、科目名、単位数、時間数、開講セメ

スターの一覧表を公開している。 

（https://www.jrchcn.ac.jp/uploaded/attachment/2090.pdf） 

 

授業計画の作成 12 月～2月 

・作成時は、教務委員会が、作成必須の項目から書き方に至るまで例を添えてシラバス作成要

領を定め、作成時の参考とするよう全教員へ提示している。 

・シラバス作成要領には、授業の概要、到達目標、成績評価の方法と評価割合、各回のテーマ

と内容、準備学習等は必須項目として作成を求めている。 

・作成後は、教務委員会が第三者として、作成要領を基にしたチェックリストによりチェック

を行う。不備があれば作成者へ修正を依頼し、修正後は再度教務委員会がチェックを行う体制

を整備している。 

  

授業計画の公表 3 月 

・授業計画は、第三者チェックが完了した後に、大学ホームページ上で公開している。シラバ

スは在学生に限らず、学外の者も常に利用可能な状態である。 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

学修の成果に係る評価 

・日本赤十字広島看護大学履修規程により試験の方法、評価等を規定している。 

・単位認定の資料に全学生の履修科目の評価と点数を記載し、評価区分ごとの分布を示してい

る。全ての科目における評価区分ごとの分布を、教務委員会および教授会は、それらにより全

ての科目における評価区分ごとの分布を把握して成績評価が適正に行われているか確認した

うえで単位を認定している。 

 

卒業又は終了の認定にあたっての基準  

・卒業の認定は日本赤十字広島看護大学学則に規定し、方針はディプロマポリシーとして大学

ホームページ等で公表している。 

・保健師、助産師、看護師の各課程および各科目分類における修得単位状況や累計ＧＰＡを教

務委員会および教授会が確認したうえで単位を認定している。 

 

https://www.jrchcn.ac.jp/uploaded/attachment/2090.pdf
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学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

看護学部 看護学科 126単位 有 

年間 50単位 

※前年度 GPAが 3.0

以上の場合は 6単位

までの追加が可能 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法：https://www.jrchcn.ac.jp/site/nursing/14.html 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 

公表方法： 

http://www.jrchcn.ac.jp/uploaded/attachment/2088.pdf 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

公表方法：http://www.jrchcn.ac.jp/site/college/1016.html 

 

  

https://www.jrchcn.ac.jp/site/nursing/14.html
http://www.jrchcn.ac.jp/uploaded/attachment/2088.pdf
http://www.jrchcn.ac.jp/site/college/1016.html
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⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

看護学部 

看護学科 
（初年度） 

1,000,000円 400,000円 350,000円 実験実習費，維持運営費 

看護学科 
（次年度以降） 

1,000,000 円 －円 550,000円 実験実習費，維持運営費 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

奨学金制度 

・経済面に不安のある学生に対し、日本学生支援機構奨学金や日本赤十字社施設奨学金をはじ

めとする各種奨学金制度の活用を促進するため、次の対応をしている。 

・奨学金制度の募集案内を学内電子掲示板にて周知し、資料を配布する。 

・奨学金の募集・手続について説明会を開催し、学生が適切に利用できるよう指導している。 

 

特待生制度 

・日本赤十字広島看護大学特待生制度を定め、入学試験成績および学業成績の優秀な者の授業

料を免除することで、学生の勉学を奨励するとともに学習意欲の高揚を図っている。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

就職ガイダンスの実施 

・履歴書の作成方法や就職試験、面接の対応策などについて、2年生以上を対象に就職ガイダ

ンスを実施している。 

 

在学生を対象とした病院説明会の実施 

・学生の主体的な就職活動を支援するため、病院からの情報提供及び学生との就職相談を目的

として病院説明会を開催。 

・既卒生である保健師・助産師・看護師および大学院生よるパネルディスカッションを行い、

就職活動や国家試験に向けての既卒生からのアドバイス等について情報提供をしている。 

・学生就職希望病院、過去就職実績病院、実習病院、赤十字病院等の医療機関 50 施設以上に

よる病院説明会を開催し、在学生が様々な医療機関の人事担当者等と個別相談を行う場を設

け、1 年生から就職に向けて活動できるよう対応している。 

 

国家試験対策のための模擬試験の実施 

・保健師・助産師・看護師の国家試験への対策として、3 年生より国家試験模擬試験を行って

いる。また予備校講師を招聘して集中講義を開催している。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

・学生が充実した学生生活を送るため、これを主務とする学生支援委員会を教員と事務職員と

で組織し、学生の健康管理等について次のように対応をしている。 

 

保健室 

・保健室には養護教諭が常駐し、応急処置や休養、健康相談に応じる。養護教諭不在時には、

教務学生課員および学生支援委員が同様に対応する。また、玄関ホールおよび体育館入口付近

には自動体外式除細動器「AED」を常設している。 

 

カウンセリング 

・学生相談室を設け、臨床心理士が、希望者へ毎週月・水曜日にカウンセリングを行う。申し
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込みはメールまたは電話で受け付けており、学生へは学生便覧のほか手洗いにポップスタンド

を置き周知している。 

 

健康管理情報 

・感染症の流行その他については、必要に応じて学内の電子掲示板で一斉周知する。また、毎

学生支援委員会が、毎年 1回以上、健康管理に関する講演を主催している。 

 

チューター制度 

・チューターと呼ばれる教員が、年 2 回程度の面接時に学生の健康状態を確認している。ま

た、学生が健康に学生生活を送れるよう、自己管理を促している。 

 

健康診断 

・学生の健康管理のため、学校保健安全法に基づき、毎年 4 月に定期健康診断を実施してい

る。また、検査において何らかの異常が認められ、学校医が必要と判断した場合は、二次検査

を受けるよう学生を指導している。 

 

交通安全 

・学生支援委員会が、毎年 4 月に交通安全講習会を主催し、近隣警察署から講師を招聘して防

犯および交通安全に関する講演を行っている。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：https://www.jrchcn.ac.jp/site/root/5.html 

 

 

https://www.jrchcn.ac.jp/site/root/5.html

